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このガイドについて

この『Novell ZENworks 11 SP2 Virtual Appliance 展開および管理リファレンス』には、
ZENworks Virtual Appliance 11(ZENworks Appliance) を ZENworks でサポートされている仮
想インフラストラクチャに正常に展開するのに役立つ情報が記載されています。
ZENworks Appliance は、カスタマイズされた SLES Linux Enterprise Server 11 JeOS (SLES 11 
SP1) 上に構築され、ZENworks 11 Server および ZENworks 11 Reporting Server とともに事前
にインストールされます。

このガイドの情報は、次のように構成されます。

9 ページの第 1 章「概要」

11 ページの第 2 章「システム要件」

13 ページの第 3 章「ZENworks Appliance の展開」

29 ページの第 4 章「ZENworks Appliance の管理と監視」

31 ページの付録 A「ZENworks Appliance のトラブルシューティング」

37 ページの付録 B「マニュアルの更新」

対象読者

このガイドは、ZENworks 管理者を対象としています。

フィードバック

本マニュアルおよびこの製品に含まれているその他のマニュアルについて、皆様のご意見
やご要望をお寄せください。オンラインヘルプの各ページの下部にあるユーザコメント機
能を使用してください。

その他のマニュアル

ZENworks 11 SP2 には、製品の概要とその実装方法を説明したその他のマニュアル (PDF
形式および HTML 形式 ) が用意されています。追加のマニュアルについては、ZENworks 
11 SP2 マニュアル Web サイト (http://www.novell.com/documentation/zenworks11) を参照し
てください。
このガイドについて 7
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1
1 概要

ZENworks 11 SP2 は、サポートされている仮想インフラストラクチャに展開できる仮想ア
プライアンスとして使用できます。ENworks Virtual Appliance 11 (ZENworks Appliance) は、
カスタマイズされた SLES Linux Enterprise Server 11 JeOS (SUSE 11 SP 1) 上に構築され、
ZENworks 11 サーバおよび ZENworks 11 Reporting Server とともに事前にインストールされ
ます。 

ZENworks Appliance は、 ZENworks Appliance の展開と管理に必要な機能や性能だけを備え
た SLES 11 SP1 のカスタムバージョンを含んでいます。次の機能は、ZENworks Appliance
用にカスタマイズされました 

ソフトウェア管理と SLES の更新オプションが YaST から削除されました。 
ZENworks システム更新の機能が拡張されて、ZENworks Appliance を更新できるよう
になりました。 
システム更新の詳細については、『ZENworks 11 SP2 システム管理リファレンス』を参
照してください。

ZENworks Appliance を使用すると、次の利点があります。

通常のインストールプロセスを介さずに、ZENworks サーバと ZENworks Reporting 
Server を管理ゾーンに素早く、簡単にインストールできます。これは、ZENworks 
Appliance が、カスタマイズされた SLES 11 SP1、 ZENworks サーバ、および ZENworks 
Reporting Server とともに、仮想イメージとしてパッケージされているからです。 

ZENworks 11 の詳細については、『ZENworks 11 SP2 管理クイックスタート』を参照し
てください。   

ZENworks Reporting の詳細については、『ZENworks 11 SP2 システムレポーティングリ
ファレンス』を参照してください。 
仮想化され隔離された環境で ZENworks を実行できます。
概要 9
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2
2 システム要件

表 2-1   ZENworks Appliance の要件

項目 要件

搭載 VMware ESX / ESXi Server バージョン 4.1 アップデート 1

仮想マシンの設定 ZENworks Appliance では、次のデフォルトで事前設定された
環境設定が最小限必要です。 

RAM: 4GB 以上

ディスク容量 : 60GB 以上

ディスク容量は、ZENworks Appliance の展開後に増加で
きます。詳細については、26 ページのセクション 3.3
「展開後のタスク」を参照してください。 

画面解像度 : 1024×768、256 色 ( 最小要件 )。

ホスト名の解決 サーバは、デバイスのホスト名を解決する必要があります。さ
もないと、一部の ZENworks 機能が正しく動作しません。

サーバ名は、DNS 要件をサポートする必要があります。さも
ないと、ZENworks ログインが失敗します。使用できる文字は
文字 a-z( 大文字および小文字 )、数字、およびハイフン (-) で
す。

IP アドレス サーバには、静的な IP アドレスまたは永久にリースされる
DHCP アドレスを持つ必要があります。 

IP アドレスにバインドされていない NIC を使用しようとする
と、インストールがハングします。

データベース ZENworks Appliance は、埋め込み Sybase SQL Anywhere デ
バイスで使用できます。ただし、埋め込み Sybase SQL 
Anywhere データベース以外のデータベースの使用を選択する
場合、選択するデータベースはデータベース要件を満たす必要
があります。

注 : データベースが MS SQL Server の場合、Linux プラット
フォームでは Windows 認証モードはサポートされません。

詳細については、「データベースの要件」(『ZENworks 11 SP2
インストールガイド』) を参照してください。 

LDAP ディレクトリ ZENworks Appliance の LDAP ディレクトリ要件は、
ZENworks 11 の LDAP ディレクトリ要件と同じです。 

詳細については、「LDAP ディレクトリ要件」(『ZENworks 11 
SP2 インストールガイド』) を参照してください。 

管理ブラウザ ZENworks Appliance の管理ブラウザ要件は、ZENworks 11 シ
ステムの管理ブラウザ要件と同じです。 

詳細については、「管理ブラウザ要件」(『ZENworks 11 SP2 イ
ンストールガイド』) を参照してください。 
システム要件 11
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3
3ZENworks Appliance の展開

管理ゾーンは、1 つまたは複数のプライマリサーバと 1 つまたは複数の管理対象デバイス
から構成されています。プライマリサーバは、ZENworks® ソフトウェアのインストール
と設定によって、ゾーン内の物理コンピュータと仮想コンピュータの両方で設定できま
す。プライマリサーバは、サポートされている仮想インフラストラクチャへ ZENworks 
Appliance を展開しても、そのインフラストラクチャに設定できます。 

ZENworks Appliance を展開するには、次の各セクションのタスクを実行します。 

13 ページのセクション 3.1「展開前のタスク」

14 ページのセクション 3.2「ZENworks Appliance の設定」

26 ページのセクション 3.3「展開後のタスク」

3.1  展開前のタスク
ZENworks Appliance の展開を開始する前に、次のタスクを実行します。 

1 ZENworks Appliance の展開先にする仮想マシンが 11 ページの第 2 章「システム要件」
に一覧されている基本要件を満たすことを確認します。

2 ZENworks Appliance のイメージをインポートすることによって、事前インストールさ
れた ZENworks Appliance を持つ仮想コンピュータを作成します。

ZENworks Appliance イメージは、オープン仮想アーカイブ形式で保存されており、
VMware VSphere Client アプリケーションを使用して VMware インフラストラクチャ
にインポートできます。 
ZENworks Appliance イメージは、ZENworks 11 の 3 つのエディション (Standard、
Advanced、Enterprise) すべてにバンドルされています。ZENworks 11 のダウンロード
用 Web サイト (http://download.novell.com/index.jsp) から、OVA ファイルを直接ダウン
ロードしたり、複数のパートに分かれた ZENworks Appliance の ZIP ファイルをダウ
ンロードして OVA ファイルを作成することができます。

ZENworks Appliance イメージを仮想インフラストラクチャにインポートするには、次
の手順を実行します。 
2a VMware VSphere Client アプリケーションを起動します。

2b［ファイル］>［OVF テンプレートの展開］の順にクリックして、［Deploy OVF 
Template(OVF テンプレートの展開 )］ウィザードを起動します。 

2c［ソース］ページで、次のオプションの１つを選択して、［次］をクリックしま
す。 

［Select from file( ファイルから選択 )］を使用して、ZENworks Appliance イメー
ジを含む .ova ファイルを参照し、選択します。 

［Deploy from URL (URL から展開 )］を使用して、Web サーバから .ova ファイル
をダウンロードします。 

2d プロンプトに従って、.ova ファイルの展開を完了します。

2e 展開が完了したら、［完了］をクリックします。
ZENworks Appliance の展開 13
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3 ( オプション ) ステップ 2 で作成した仮想コンピュータのスナップショットを取りま
す。

4 ZENworks Appliance イメージをインポートした仮想コンピュータの電源をオンにしま
す。 

［環境設定］ウィザードが自動的に起動します。 

5 14 ページのセクション 3.2「ZENworks Appliance の設定」に進みます。 

3.2  ZENworks Appliance の設定

ZENworks Appliance を仮想コンピュータにインポートしたら、次の各セクションを確認し
て、ZENworks Appliance を設定します。 

15 ページのセクション 3.2.1「事前インストールした SLES 11 SP1 の設定」

16 ページのセクション 3.2.2「事前インストールした ZENworks サーバの設定」

17 ページのセクション 3.2.3「ZENworks Appliance での ZENworks 11 SP2 の設定情報」

23 ページのセクション 3.2.4「VMware ツールの ZENworks 11 SP2 Virtual Appliance への
インストール」

23ページのセクション3.2.5「事前インストールしたZENworks Reporting Serverの設定」

ZENworks Appliance の設定後は、ZENworks Appliance にログインし、ZENworks コント
ロールセンターの管理コンソールを使用して ZENworks 11 Configuration Management 機能
にアクセスできます。詳細については、『ZENworks 11 管理クイックスタート』ガイドを
参照してください。 
orks Virtual Appliance 11 SP2 展開および管理リファレンス



3.2.1  事前インストールした SLES 11 SP1 の設定

1［環境設定］ウィザードの［使用言語］ページで、以後、ウィザードで使用したい言
語を選択し、［次］をクリックします。

2［使用許諾書］ページで、［エンドユーザ使用許諾契約］を受諾して、［次］をクリッ
クします。 

3［キーボード］ページで、キーボードレイアウトを設定して、［次］をクリックしま
す。 

4［ネットワーク］ページで、［ネットワークインタフェース］>［イーサネットネット
ワークカード］>［編集］の順にクリックして、次の ZENworks Appliance のネット
ワーク情報を設定します。

ホスト名とサーバ名

サーバには、静的な IP アドレスまたは永久にリースされる DHCP アドレスを持
つ必要があります。 
マシンの IP アドレス ( スタティック IP アドレス用 )
サブネットマスク ( スタティック IP アドレス用 )
デフォルトゲートウェイ ( スタティック IP アドレス用 )

5［タイムゾーン］ページで、システムで使用するタイムゾーンと時計の設定を行い、
［次］をクリックします。

注 : ZENworks Appliance を初めて設定する場合は、プライマリタイムソースを設定で
きます。必要に応じて、NTP メカニズムを使用して後でタイムソースを追加するこ
ともできます。ネットワーク上でのシステム時刻の同期の詳細については、「Time 
ZENworks Appliance の展開 15
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Synchronization with NTP (http://www.novell.com/documentation/sles11/book_sle_admin/
?page=/documentation/sles11/book_sle_admin/data/cha_netz_xntp.html)」を参照してくだ
さい。

6［ルートパスワード］ページで、ルートパスワードを指定します。

7［完了］をクリックします。 
ZENworks 11 が表示されます。このウィザードの起動には、数秒かかることがありま
す。 

8 16 ページのセクション 3.2.2「事前インストールした ZENworks サーバの設定」に進
みます。 

注 : ZENworks Appliance を設定していて、最初のブート時に仮想端末を開くには、
<Ctrl>+<Alt>+<Space>+<F2> を押します。 この端末を終了して、別の仮想端末を開く
ことはできません。

3.2.2  事前インストールした ZENworks サーバの設定

1 ( 条件付き ) スタティック IP アドレスで ZENworks Appliance を設定した場合は、別
のマシンからその IP アドレスを ping して接続をテストします。 

2 18 ページの 表 3-1 「設定情報」の情報を使用してフィールドに入力することにより、
［ZENworks 11］ウィザードを完了します。 

設定が終了すると、［ZENworks Reporting Server］ウィザードが自動的に表示されま
す。このウィザードの起動には、数秒かかることがあります。 
orks Virtual Appliance 11 SP2 展開および管理リファレンス
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3 次のいずれかの操作を行います。

ZENworks レポートを作成する必要があり、外部 Oracle* データベース以外のデー
タベースがインストールされている場合は、［次へ］をクリックして、ZENworks 
Reporting Server を設定します。 
ZENworks Reporting Server の設定方法の詳細については、25 ページの 

「ZENworks Reporting Server の設定」を参照してください。 
ZENworks レポートを作成しない場合は、［キャンセル］をクリックします。 

ヒント : ZENworks Reporting Server は、後で設定することができます。ZENworks 
Reporting Server を後で設定する方法の詳細については、24 ページの 

「［ZENworks Reporting Server］ウィザードの手動起動」を参照してください。 

3.2.3  ZENworks Appliance での ZENworks 11 SP2 の設定情報

必要な情報を、［ZENworks 11］ウィザードでの設定フローの順序で一覧します。
ZENworks Appliance の展開 17
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表 3-1   設定情報

ウィザードページ 詳細

管理ゾーン 新しいゾーン : 管理ゾーンで最初のサーバに展開する場合は、管理ゾーン用の名前
とパスワードになにを使用するか知っている必要があります ( これらは、ZENworks
コントロールセンターへのログインに使用されます )。

ゾーン名は 20 文字に制限されており、固有の名前でなければなりません。ゾーン
名は、6 文字以上にすることをお勧めします。 

ゾーン名に使用できる特殊文字は、- (――) _ ( アンダースコア ) . ( ピリオド ) のみ
です。

ゾーン管理者パスワードは 6 文字以上にする必要があり、最大 255 文字に制限され
ています。パスワードには $ 文字は 1 回だけ使用できます。

デフォルトでは、ログイン名は「administrator」です。展開が完了したら、
ZENworks コントロールセンターを使用して、管理ゾーンへのログインに使用でき
るその他の管理者名を追加できます。

2 番目の ( または、それ以降の ) プライマリサーバの展開では、サーバは、デフォル
トで、最初のプライマリサーバが使用するポートを使用します。それらのポートが
2 番目のプライマリサーバで使用中の場合は、別のポートを指定するように求めら
れます。指定したポートは記録しておいてください。ZENworks コントロールセン
ターへのアクセス用の URL で使用する必要があります。

既存のゾーン : 既存の管理ゾーンに展開する場合は、次の情報を知っている必要が
あります。

サーバ ID(DNS 名または IP アドレス )。これはゾーン内の既存のプライマリサー
バです。DNS 名で署名された証明書との継続的な同期を提供するために DNS
名を使用することをお勧めします。

ZENworks コントロールセンターにログインするためのユーザ名デフォルトは
「administrator」です。展開が完了したら、ZENworks コントロールセンターを
使用して、管理ゾーンへのログインに使用できる他の管理者名を追加できま
す。

管理者のパスワード。［ユーザ名］フィールド内で指定されている ZENworks 管
理ユーザ用の現在のパスワードを指定します。 
orks Virtual Appliance 11 SP2 展開および管理リファレンス



データベース情
報

ZENworks 11 では、データベースをインストールする必要があります。データベー
スオプションは、ゾーン内への最初のサーバのインストール時のみ表示されます。
ただし、データベースのインストールまたは修復専用のインストールプログラムを
実行できます (「外部 ZENworks データベースのインストール」(『ZENworks 11 
SP2 インストールガイド』) を参照 )。

次のデータベースオプションがあります。

組み込み Sybase SQL Anywhere: 組み込みデータベースを現在のサーバに自
動的にインストールします。

組み込みデータベースオプションを選択した場合は、これ以上データベースイ
ンストールページは表示されません。

リモート Sybase SQL Anywhere: このデータベースはネットワーク内のサー
バにすでに存在している必要があります。

このオプションを選択するには、その前に「リモート Sybase SQL Anywhere
の前提条件」(『ZENworks 11 SP2 インストールガイド』) に記載されている手
順を実行しておく必要があります。

このオプションは、既存のリモート OEM Sybase データベースへのインス
トールにも使用します。

Microsoft SQL Server: 新しい SQL データベースを作成するか、ネットワー
ク内のサーバ上に存在する既存のデータベースを指定します。 

この時点で新しい SQL データベースを作成すると、「Microsoft SQL Server の
前提条件」(『ZENworks 11 SP2 インストールガイド』) に記載されている手順
を実行した場合と同じ結果になります。

Oracle: ZENworks で使用する外部 Oracle 10g データベーススキーマを設定す
るために使用できるユーザスキーマを指定します。

新しいユーザスキーマを作成するか、またはネットワーク内のサーバ上に存在
する既存のスキーマを指定できます。

このオプションを選択するには、その前に「Oracle の前提条件」(『ZENworks 
11 SP2 インストールガイド』) に記載されている手順を実行しておく必要があ
ります。

重要 : 外部データベースの場合は、データベースをホストしているサーバは管理
ゾーン内のそれぞれのプライマリサーバと時間同期している必要があります。

ウィザードページ 詳細
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データベース情
報

外部データベースオプション (［リモート Sybase SQL Anywhere］、［Microsoft SQL 
Server］、および［Oracle］) の場合は、次に示す情報を知っておく必要があります。
デフォルトでいくつかの情報が提供されていますが、必要に応じて変更できます。

すべてのデータベース : データベースサーバには、Sybase SQL Anywhere、
Microsoft SQL、または Oracle データベースがインストールされている必要が
あります。

サーバ名。DNS 名で署名された証明書と同期させるには、サーバをその
IP アドレスではなく、DNS 名で識別することをお勧めします。

ホスト名 / ドメイン名および DNS サーバ名を設定します。この設定を行
わないと、ホスト名を zenworks.site として、証明書が間違って作成され
る場合があります。

重要 : データベースサーバの IP アドレスまたは DNS 名を後から変更する
場合は、企業 DNS サーバがこの変更に伴って更新され、データベース
サーバ用の DNS が同期していることを確認します。

( オプション )SQL Server のみ : 既存の ZENworks データベースをホストする
SQL サーバインスタンスの名前。名前付きインスタンスは、デフォルトである
mssqlserver 以外を使用する場合に指定する必要があります。

Oracle のみ : データベースを作成するテーブルスペースの名前。デフォルトで
は、USERS です。

新しいデータベース : 

データベース管理者 (［ユーザ名］フィールド ) は、データベースに対して
必要な操作を正常に実行するために読み込み / 書き込み権限を持っている
必要があります。

管理者のデータベースパスワード。

SQL Server または新しいデータベース : 

Windows 認証を使用している場合は、［ユーザ名］フィールドで指定した
ユーザが存在する Windows ドメインを指定します。Windows ドメインを
使用していない場合は、サーバの短い名前を指定します。

Windows または SQL Server 認証のどちらを使用するか。Windows 認証の
場合は、現在のデバイスまたはドメイン内のユーザに対するアカウント
情報を提供します。SQL 認証の場合は、有効な SQL ユーザに合致するア
カウント情報を提供します。

SQL Server のインストールに、SQL 認証を使用したか、Windows 認証を使用
したか、または両方を使用したかを知っている必要があります。SQL Server
オプションと一致するオプションを選択してください。それ以外の場合は認証
が失敗します。

ウィザードページ 詳細
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データベースア
クセス

外部データベースオプション (［リモート Sybase SQL Anywhere］、［Microsoft SQL 
Server］、および［Oracle］) の場合は、次に示す情報を知っておく必要があります。
デフォルトでいくつかの情報が提供されていますが、必要に応じて変更できます。

すべてのデータベース : このサーバには、Sybase SQL Anywhere、Microsoft 
SQL、または Oracle データベースがインストールされている必要があります。

データベース名 . zenworks_MY_ZONE を希望のデータベース名または既
存のデータベース名と置き換えます。

データベースユーザ名。このユーザにはデータベースを変更するための
読み取り / 書き込み権限が必要です。

Windows 認証も選択されている場合は、新しい SQL データベースを作成
するときには指定したユーザがすでに存在している必要があります。
ユーザは SQL Server へのログインアクセス権と作成された ZENworks
データベースへの読み取り / 書き込みアクセス権を付与されます。

既存のデータベースの場合は、データベースに対する十分な権限を持つ
ユーザを指定します。

データベースパスワード。新しいデータベースでは、SQL 認証が選択さ
れている場合は、このパスワードは自動的に生成されます。既存のデー
タベースでは、データベースへの読み取り / 書き込み権を持っている既存
のユーザのパスワードを指定します。

Sybase データベースのみ : Sybase SQL Anywhere データベースサーバの名
前。

Oracle データベースのみ : データベースを作成するテーブルスペースの名前。
デフォルトでは、USERS です。

SQL データベースのみ : 

Windows 認証を使用している場合は、［ユーザ名］フィールドで指定した
ユーザが存在する Windows ドメインを指定します。Windows ドメインを
使用していない場合は、サーバの短い名前を指定します。

Windows または SQL Server 認証のどちらを使用するか。Windows 認証の
場合は、現在のデバイスまたはドメイン内のユーザに対するアカウント
情報を提供します。SQL 認証の場合は、有効な SQL ユーザに合致するア
カウント情報を提供します。

SQL Server のインストールに、SQL 認証を使用したか、Windows 認証を使用
したか、または両方を使用したかを知っている必要があります。SQL Server
オプションと一致するオプションを選択してください。それ以外の場合は認証
が失敗します。

SSL 設定 ( 管理
ゾーンにインス
トールされた最
初のサーバに関
してのみ表示 )

SSL 通信を有効にするため、SSL 証明書を ZENworks サーバに追加する必要があり
ます。内部または外部のどちらの認証局 (CA) を使用するかを選択します。

管理ゾーンに対するプライマリサーバの後続の展開では、最初のサーバの展開で確
立された CA がゾーン用に使用されます。

［デフォルトの復元 )］ボタンはこのページに最初にアクセスしたときに表示される
パスを復元します。

ウィザードページ 詳細
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署名 SSL 証明書
と秘密鍵

信頼済み CA 署名証明書および秘密鍵を入力するには、［選択］をクリックして証明
書および鍵ファイルをブラウズして選択するか、またはこのサーバ用に使用する署
名証明書 (［署名 SSL 証明書］)、および署名証明書に関連付けられている秘密鍵
(［秘密鍵］) へのパスを指定します。

ゾーンに対するプライマリサーバの後続の展開では、最初のサーバの展開でゾーン
用に確立された CA が使用されます。

選択する外部証明書の作成については、「外部証明書の作成」(『ZENworks 11 SP2
インストールガイド』) を参照してください。

サイレントインストールを使用するサーバへの展開用の外部証明書の作成について
は、「レスポンスファイルの作成」(『ZENworks 11 SP2 インストールガイド』) を
参照してください。

ルート証明書 ( オ
プション )

信頼済み CA ルート証明書を入力するには、［選択］をクリックして証明書をブラウ
ズして選択するか、または CA のパブリック X.509 証明書 (［CA ルート証明書］)
へのパスを指定します。

ライセンスキー
(ZENworks 
Configuration 
Management、
ZENworks Asset 
Management、
ZENworks Asset 
Inventory 用 )

デフォルトで、ページにリストされたすべての ZENworks 11 製品の［評価］チェッ
クボックスが選択されています。次の製品が付属しています。

ZENworks 11 Configuration Management

ZENworks 11 Asset Management

ZENworks 11 Asset Inventory for UNIX/Linux

ZENworks 11 Endpoint Security Management 

デフォルト設定を維持する場合は、すべての製品が 60 日のトライアルライセンス
付きでインストールされます。

さらに、次のいずれを行うこともできます。

製品の正式ライセンス付きバージョンをインストールする : 製品を購入した際
に取得したライセンスキーを指定します。ライセンスキーを指定すると、［評
価］チェックボックスは自動的にオフになります。

インストールする製品を選択する : 製品の正式ライセンスバージョンも評価
バージョンもインストールしない場合は、製品の［評価］チェックボックスの
選択を手動で解除し、その製品のライセンスキーを指定しないでください。た
だし、次の製品のいずれかのライセンスバージョンか評価バージョンをインス
トールする必要があります。

ZENworks 11 Configuration Management

ZENworks 11 Asset Management

さらに、ZENworks 11 Asset Inventory for UNIX/Linux のライセンスバージョン
または評価バージョンをインストールできます。 

ZENworks 製品 (ZENworks 11 Configuration Management または ZENworks 11 
Asset Management )) のいずれか 1 つをインストールすると、他の ZENworks
製品は自動的にインストールされます。ただし、非アクティブ化された状態に
なっています。後で ZENworks コントロールセンターを介してアクティブ化す
ることもできます。製品をアクティブ化する方法の詳細については、
「ZENworks 11 製品ライセンス」(『ZENworks 11 SP2 システム管理リファレン
ス』) を参照してください。

ウィザードページ 詳細
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3.2.4  VMware ツールの ZENworks 11 SP2 Virtual Appliance への

インストール

デフォルトでは、VMware ツールは、ホストの仮想環境に基づき、ZENworks SP2 Virtual 
Appliance の最初のブート時にインストールされます。

3.2.5  事前インストールした ZENworks Reporting Server の設定

ZENworks Reporting Server を設定すると、大量のインベントリ、パッケージング、および
他のデバイスまたはバンドルの情報からの詳細を含む ZENworks レポートを作成できま
す。新規レポートの作成、既存のレポートの編集、レポ－トの削除、レポートのスケ
ジュールを実行できます。独自の基準に基づいてレポートを組織および保存するための
フォルダを作成できます。ZENworks レポートの詳細については、『ZENworks 11 SP2 シス
テムレポーティングリファレンス』を参照してください。 

ただし、１つの管理ゾーンには、１つの ZENworks Reporting Server しか設定できません。
ZENworks Reporting Server を搭載したプライマリサーバが管理ゾーンにすでに存在する場
合は、そのサーバを ZENworks Appliance 用に使用するか、または ZENworks Appliance 上
で ZENworks Reporting Server を設定できます。 

ZENworks Reporting Server を ZENworks Appliance 上で設定する場合は、次の各セクション
を確認します。

24 ページの 「［ZENworks Reporting Server］ウィザードの手動起動」

25 ページの 「ZENworks Reporting Server の設定」

ZENworks Patch 
Management の
ライセンスキー

ZENworks 11 Patch Management は自動的にインストールされます。ただし、次の
条件を満たすときのみ、製品のパッチのダウンロードがアクティブ化されます。 

別途購入が必要なパッチサブスクリプションライセンスキーが指定されてい
る。詳細については、「パッチ管理の有効化」(『ZENworks 11 SP2 管理クイッ
クスタート』) を参照してください。

サブスクリプションサービスは、後で ZENworks コントロールセンターを介してア
クティブ化することもできます。詳細については、「ZENworks 11 製品ライセンス」
(『ZENworks 11 SP2 システム管理リファレンス』) を参照してください。

ライセンスキーの指定では、追加で会社名と電子メールアドレスも指定する必要が
あります。

ZENworks 11Patch Management をインストールしない場合は、［アクティブ化］
チェックボックスを手動で選択解除し、その製品のライセンスキーを指定しないで
ください。製品は自動的にインストールされますが、非アクティブ化されます。

インストール前
の概要

この時点までに入力された情報を変更するには、［前へ］をクリックします。［イン
ストール］をクリックすると、設定が始まります。 

ZENworks 
System Status 
Utility

設定プログラムを閉じる前に、ZENworks サービスのハートビートチェックを実行
できます。結果はインストールログでポストされます。

ウィザードページ 詳細
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［ZENworks Reporting Server］ウィザードの手動起動

ZENworks Appliance の設定時に ZENworks Reporting Server の設定をキャンセルした場合は
(17 ページのステップ 3)、［ZENworks Reporting Server］ウィザードを手動で起動する必要
があります。 

1 ( オプション ) 次のコマンドを実行して、ポート 5005 が空いていることを確認しま
す。 
netstat -ant | grep LISTEN | grep 5005

ポート 5005 がビジーポートのリストに含まれていない場合は、ステップ 2 に進みま
す。 

2 ZENworks Appliance 上で、端末を開き、一覧されている順序で、次のコマンドを実行
します。

. /etc/profile

/var/adm/zenworks/zrs-config.sh

ZENworks Reporting Server のサービスが開始します。 
3 ZENworks Appliance をインストールするには、次のコマンドを実行します。 

/usr/share/ZRSConfiguration/setup.sh --zrs-config-only

［ZENworks Reporting Server (ZENworks Reporting Server の設定 )］ウィザードが起動し
ます。 
ZENworks Reporting Server の設定方法の詳細については、「25 ページの 「ZENworks 
Reporting Server の設定」」(『ZENworks 11SP2 Reporting Server インストールガイド』)
を参照してください。 

4 ZENworks Appliance をアップグレードするには、次のコマンドを実行して、
ZENworks 10 Configuration Management SP3 ZENworks Reporting Server から ZENworks 
11 Reporting Server にレポートをアップロードします。

/usr/share/ZRSConfiguration/setup.sh --zrs-config-only --zrs-load-reports
orks Virtual Appliance 11 SP2 展開および管理リファレンス



ZENworks Reporting Server の設定 

1［ZENworks Reporting Server］ウィザード内で、概要のテキストを読んで、［次へ］を
クリックします。 

2 ( 条件付き )ZENworks Reporting Server がすでにゾーン内で設定されている場合は、そ
の既存 ZENworks Reporting Server を廃止するように促されます。

既存の ZENworks Reporting Server を使用するには、［キャンセル］をクリックして、
ZENworks Reporting Server の設定をキャンセルします。 
ZENworks Reporting Server を ZENworks Appliance 上で設定するには、［OK］をクリッ
クします。 
既存の ZENworks Reporting Serve が廃止され、ZENworks Appliance で ZENworks 
Reporting Server の設定が開始されす。ZENworks Reporting Server の設定では、ユーザ
の介入は不要です。 
既存の ZENworks Reporting Server を廃止する方法の詳細については、「ZENworks 
Reporting Server の既存インスタンスを廃止する前にレポートのバックアップを行う」
(『ZENworks 11 SP2 Reporting Server インストールガイド』) を参照してください。 

3 設定が完了したら、［完了］をクリックします。 
ZENworks Reporting Server を設定した後に、ZENworks Reporting Server マシンを再起
動します。
ZENworks Appliance の展開 25
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3.3  展開後のタスク
仮想コンピュータで ZENworks Appliance を展開する場合に必要な最小ディスク容量は、 
50GB です。要件によっては、次の各セクションのタスクを実行することによって、
ZENworks Appliance の展開後のディスク容量を増加できます。

26 ページのセクション 3.3.1「新しいハードディスクの作成」

26 ページのセクション 3.3.2「新しいハードディスクのパーティション分割と設定」

3.3.1  新しいハードディスクの作成

1 VMware VSphere Client アプリケーションを起動します。

2 ZENworks Appliance を展開した仮想コンピュータを右クリックして、［設定の編集］
をクリックします。 

3［仮想マシンのプロパティ］ダイアログボックスで、［追加］をクリックして［ハード
ウェアの追加］ウィザードを起動します。 

4［デバイスの選択］ページで、［ハードディスク］を選択して、［次へ］をクリックし
ます。 

5［ディスクの選択］ページで、［新しい仮想ディスクの作成］をクリックして、［次へ］
をクリックします。 

6［ディスクの作成］ページで、次の手順を実行します。

6a ディスク容量を指定します。 
6b シンプロビジョニングサポート機能を使用するか、クラスタリングサポート機

能を使用するか指定します。

6c 場所を［仮想マシンで保存］または［データストアを指定］として指定します。

6d ( 条件付き )［データストアを指定］オプションを選択した場合は、データスト
アの場所を参照して選択します。 
新しいハードディスクが、そのデータストア上の他の仮想マシンファイルとと
もに、同じフォルダに保存されます。

6e［次へ］をクリックします。 
7 ( オプション )［詳細オプション］ページで、新しい仮想ディスクの詳細オプション

を指定し、［次へ］をクリックします。 
8［完了の準備］ページで、サマリを確認し、［完了］をクリックします。 
9 26 ページの 「新しいハードディスクのパーティション分割と設定」に進みます。 

3.3.2  新しいハードディスクのパーティション分割と設定

1 YaST Partitioner を使用して、26 ページの 「新しいハードディスクの作成」で作成し
た新しいハードディスクをパーティション分割します。 
YaST Partitioner で新しいハードディスクをパーティション分割する方法の詳細につい
ては、『SLES 11 展開ガイド (http://www.novell.com/documentation/sles11/
book_sle_deployment/?page=/documentation/sles11/book_sle_deployment/data/
book_sle_deployment_pre.html)』の「「Using the YaST Partitioner」 (http://www.novell.com/
documentation/sles11/book_sle_deployment/data/sec_yast2_i_y2_part_expert.html)」を参照
してください。 
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2 ZENworks Appliance を展開したコンピュータで、端末を開き、次のコマンドを実行し
て、サービスを停止します。 
novell-zenworks-configure -c Start

2a サービスを停止するには、「Stop」を選択します。

3 次のコマンドの実行により、ZENworks データを格納している /var/opt/novell/zenworks
ディレクトリのバックアップをとって /var/opt/novell/zenworks.bak ディレクトリに保存し
ます。 
mv /var/opt/novell/zenworks /var/opt/novell/zenworks.bak

4 /var/opt/novell/zenworks ディレクトリに新しいハードディスクパーティションをマウント
します。 
ハードディスクパーティションをマウントする方法の詳細については、『SLES 11 展
開ガイド (http://www.novell.com/documentation/sles11/book_sle_deployment/?page=/
documentation/sles11/book_sle_deployment/data/book_sle_deployment_pre.html)』の

「「Using the YaST Partitioner」 (http://www.novell.com/documentation/sles11/
book_sle_deployment/data/sec_yast2_i_y2_part_expert.html)」を参照してください。

5 次のコマンドの実行により、/var/opt/novell/zenworks.bak ディレクトリから /var/opt/novell/
zenworks ディレクトリにファイルを移動します。

mv /var/opt/novell/zenworks.bak/* /var/opt/novell/zenworks

6 次のコマンドの実行により、/var/opt/novell/zenworks ディレクトリの所有権を zenworks
に変更します。

chown -R zenworks:zenworks /var/opt/novell/zenworks

7 次のコマンドの実行により、読み込みと実行のパーミッションを他のユーザに与え、
フルパーミッションを /var/opt/novell/zenworks ディレクトリのグループと所有者に与え
ます。 
chmod -R 775 /var/opt/novell/zenworks

8 次のコマンドの実行により、サービスを再起動します。 
novell-zenworks-configure -c Start
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4
4ZENworks Appliance の管理と監視 

ZENworks Virtual Appliance 11 SP2 (ZENworks Appliance) の展開後は、YaST や GNOME 
System Monitor などの事前にインストールされたアプリケーションを使用して、
ZENworks Appliance を管理し、監視できます。YaST コントロールセンターでは、ハード
ウェアの設定、ネットワークおよびサービスのセットアップなどにより、事前インストー
ルおよびカスタマイズされた SUSE Linux Enterprise Server 11 JeOS (SLES 11 SP1) を管理し、
保守できます。GNOME System Monitor では、コンピュータ上で実行されているプログラ
ムおよびプロセスを監視したり、実行中のプロセスのアクティビティを評価したり、、
ディスク容量の使用状況を表示したりできます。 

注 : VMWare ツールのパッケージは、ZENworks Appliance を仮想インフラストラクチャに
展開した後でインストールできます。これらのツールは、ZENworks Appliance にパッケー
ジされていません。 

ZENworks Appliance を YaST コントロールセンターと GNOME System Monitor を介して管
理し、監視するには、次の手順に従います。。 

1 ルートユーザとして ZENworks Appliance にログインします。

2 ( 条件付き )ZENworks Appliance を管理したい場合は、デスクトップの［コンピュー
タ］メニューから、［アプリケーション］>［システム］>［YaST］の順にクリックし
ます。 
YaST コントロールセンターが表示されます。 
YaST コントロールセンターの操作方法の詳細については、 『SLES 11 展開ガイド 
(http://www.novell.com/documentation/sles11/book_sle_deployment/?page=/documentation/
sles11/book_sle_deployment/data/sec_i_yast2_conf.html)』の 「「System Configuration」 
(http://www.novell.com/documentation/sles11/book_sle_deployment/data/
sec_i_yast2_conf.html)」を参照してください。 

3 ( 条件付き )ZENworks Appliance を監視するバックアップは、 のデスクトップショー
トカットをダブルクリックします。 
または

デスクトップの［コンピュータ］メニューから、［アプリケーション］>［システム］>
［［モニタ］>［GNOME システムモニタ］の順にクリックします。 
［システムモニタ］ウィンドウが表示されます。 
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A
AZENworks Appliance のトラブル

シューティング

以降のセクションでは、ZENworks Virtual Appliance 11 (ZENworks Appliance) の展開時に遭
遇する可能性がある問題の解決策を提供します。 

31 ページの 「ZENworks Appliance イメージのダウンロード中にエラーが発生します :」
31 ページの 「ZENworks 10 Configuration Management SP3 ApplianceをZENworks 11 SP2 
Appliance にアップグレードした後、ZENworks Reporting Server を設定できない」

31 ページの 「ZENworks Appliance で ZENworks Reporting Server ウィザードの起動が失
敗する」

32 ページの 「ZENworks 10 Configuration Management SP3 ApplianceをZENworks 11 SP2 
Appliance にアップグレードした後、ZENworks Reporting Server を設定できない」

32 ページの 「ZENworks 11 SP2 Appliance にインストールされている VMware ツール
パッケージが破損している。」

33 ページの 「エラーメッセージ「Unable to load zlib1.dll」を出して展開が失敗する」

33 ページの 「10.3.xから11.xへのApplianceのマイグレーションが一時的なネットワー
クの停止のために失敗する」

ZENworks Appliance イメージのダウンロード中にエラーが発生します :

ソース : ZENworks 11 SP2、ZENworks Appliance。

考えられる原因: ZENworks Appliance のイメージは、FAT ファイルシステムの使用に
よってウンロードされましたが、このファイルシステムでは、4GB を
超えるファイルはサポートされません。 

アクション : 4GB を超えるファイルをサポートするファイルシステム (Windows 上
の NTFS、Linux* 上の ext3 または ReiserFS など）を使用します。 

ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance を ZENworks 11 SP2  
Appliance にアップグレードした後、ZENworks Reporting Server を設定できない

ソース : ZENworks 11SP2、ZENworks Reporting Server。

アクション: デバイスを再起動します。デバイスが ZENworks 11 にアップグレード
されます。

ZENworks Appliance で ZENworks Reporting Server ウィザードの起動が失敗する

ソース : ZENworks 11SP2、ZENworks Reporting Server。

説明 : ZENworks 11 SP2 の設定後、ZENworks Appliance 上で ZENworks 
Reporting Server ウィザードが自動的に起動しません。 

アクション : 次の操作を実行してください : 

1 ZENworks 11 SP2 をインストールした後にデバイスを再起動しま
す。 
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2 ZENworks Appliance にログインします。

3 端末を開き、次のコマンドを実行します。

/usr/share/ZRSConfiguration/setup.sh --zrs-config-only

ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance を ZENworks 11 SP2  
Appliance にアップグレードした後、ZENworks Reporting Server を設定できない 

ソース : ZENworks 11SP2、ZENworks Reporting Server。

説明 : ZENworks 10 Configuration Management SP3 Appliance を ZENworks 11 
SP2 Appliance にアップグレードした後、ZENworks Reporting Server を
設定できません。 

ZENworks 11 SP2 Appliance にインストールされている VMware ツールパッケージが破

損している。

ソース : ZENworks 11 SP2、ZENworks Appliance。

アクション : ZENworks 11 SP2 Appliance にインストールされている VMware ツール
パッケージが破損している場合、次のアクションを実行してくださ
い。

1 次のコマンドを正しく実行して VMware ツールパッケージをアン
インストールします。

ESX 4.5 アップデート 1 で、次のコマンドを実行します。

rpm -e vmware-open-vm-tools vmware-open-vm-tools-common vmware-open-
vm-tools-kmod vmware-open-vm-tools-nox vmware-open-vm-tools-xorg-drv-
display vmware-open-vm-tools-xorg-drv-mouse vmware-open-vm-tools-xorg-
utilities vmware-tools vmware-tools-common vmware-tools-nox

ESX 5 で、次のコマンドを実行します。

rpm -e vmware-tools-core vmware-tools-esx vmware-tools-esx-kmods-default 
vmware-tools-esx-nox vmware-tools-foundation vmware-tools-guestlib 
vmware-tools-guestsdk vmware-tools-help vmware-tools-hgfs vmware-tools-
libraries-nox vmware-tools-libraries-x vmware-tools-plugins-autoUpgrade 
vmware-tools-plugins-deployPkg vmware-tools-plugins-desktopEvents 
vmware-tools-plugins-dndcp vmware-tools-plugins-guestInfo vmware-tools-
plugins-hgfsServer vmware-tools-plugins-powerOps vmware-tools-plugins-
resolutionSet vmware-tools-plugins-timeSync vmware-tools-plugins-unity 
vmware-tools-plugins-vix vmware-tools-plugins-vmbackup vmware-tools-
pvscsi-common vmware-tools-pvscsi-kmp-default vmware-tools-services 
vmware-tools-user vmware-tools-vmblock-common vmware-tools-vmblock-
kmp-default vmware-tools-vmci-common vmware-tools-vmci-kmp-default 
vmware-tools-vmhgfs-common vmware-tools-vmhgfs-kmp-default vmware-
tools-vmmemctl-common vmware-tools-vmmemctl-kmp-default vmware-
tools-vmsync-common vmware-tools-vmsync-kmp-default vmware-tools-
vmxnet3-common vmware-tools-vmxnet3-kmp-default vmware-tools-vmxnet-
common vmware-tools-vmxnet-kmp-default vmware-tools-vsock-common 
vmware-tools-vsock-kmp-default vmware-tools-xorg-drv-display vmware-
tools-xorg-drv-mouse

2 /var/adm/zenworks/installVMTools.sh コマンドを実行して、VMware ツー
ルパッケージを再インストールします。 
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エラーメッセージ「Unable to load zlib1.dll」を出して展開が失敗する

ソース : ZENworks 11 SP2、ZENworks Appliance。

説明 : ESX 5.0 クライアントで Appliance サーバを展開するとき、「Unable to 
load zlib1.dll 」エラーが表示されて展開が失敗します。

アクション : Appliance を正しく展開するには、zlib1.dll ファイルを前のインストール
場所から <VMware Client install directory>\Infrastructure\Virtual Infrastructure 
Client\5.0 にコピーしてから、ZENworks Appliance 展開を開始します。

10.3.x から 11.x への Appliance のマイグレーションが一時的なネットワークの停止のた

めに失敗する

ソース : ZENworks 11 SP2、ZENworks Appliance。

説明 : 一時的なネットワークの停止のために失敗した Appliance のマイグ
レーションを再試行すると、次のメッセージが表示されます。 

device is already upgraded. 

アクション : マイグレーションの処理を完了するには、11.x マシン上で次のステッ
プを実行します。

1 次のコマンドを実行します。

/var/zenworks/migrate.sh <APP_IP> <ZONE_NAME>

APP_IP を 10.3.x サーバの IP アドレスに、ZONE_NAME をゾーン名
に置換します。 

2 次のコマンドを実行します。

/var/adm/zenworks/copyNetwork.sh <APP_IP>

APP_IP を 10.3.x サーバの IP アドレスに置換します。

3 servicehandler という新しいファイルを作成し、これに次にテキスト
を追加します。

#!/bin/bash

if [ $# != 4 ] ; then
  echo "Usage: servicehandler <servicename> <Operation (1 
for install, 2 for uninstall)> <Start ID> <Kill ID>"
  exit 1
fi

if [ `id -u` -ne 0 ] ; then
  echo "Run this file as root."
  exit 1
fi

INSTALL=1
UNINSTALL=2

SERVICE_NAME=$1
OPERATION=$2
START_ID=$3
KILL_ID=$4
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if [ $OPERATION -eq $INSTALL ] ; then
  #Install service

  if [ -x /usr/lib/lsb/install_initd ]; then
        /usr/lib/lsb/install_initd /etc/init.d/
$SERVICE_NAME
    elif [ -x /sbin/chkconfig ]; then
        /sbin/chkconfig --add $SERVICE_NAME
    else
        for i in 2 3 4 5; do
            ln -s /etc/init.d/$SERVICE_NAME /etc/rc.d/
rc$i.d/S$START_ID$SERVICE_NAME
        done
        for i in 1 6; do
            ln -s /etc/init.d/$SERVICE_NAME /etc/rc.d/
rc$i.d/K$KILL_ID$SERVICE_NAME
        done
    fi
elif [ $OPERATION -eq $UNINSTALL ] ; then
  #Uninstall service

  if [ -x /usr/lib/lsb/remove_initd ]; then
        /usr/lib/lsb/remove_initd /etc/init.d/
$SERVICE_NAME
    elif [ -x /sbin/chkconfig ]; then
        /sbin/chkconfig --del $SERVICE_NAME
    else
        for i in 2 3 4 5; do
            rm /etc/rc.d/rc$i.d/S$START_ID$SERVICE_NAME
        done
        for i in 1 6; do
            rm /etc/rc.d/rc$i.d/K$KILL_ID$SERVICE_NAME
        done
    fi
else
  echo "Invalid operation specified";
fi

4 servicehandler ファイルに実行可能権限を付与するため、chmod +x 
servicehandler コマンドを実行します。

5 ルートディレクトリに service handler ファイルを置き、次のコマン
ドを実行します。

./servicehandler novell-zenmntr 1 90 10

./servicehandler novell-zenworks-xplatzmd 1 90 10

./servicehandler novell-xplat-RunLevelChange3 1 90 10

./servicehandler novell-zenloader 1 90 10

./servicehandler novell-zenserver 1 90 10

./servicehandler novell-pbserv 1 90 10

./servicehandler novell-proxydhcp 1 90 10

./servicehandler novell-tftp 1 90 10

./servicehandler novell-zmgprebootpolicy 1 90 10

6 埋め込み Sybase データベースを使用している場合は、次のコマン
ドを実行します。

./servicehandler novell sybase-asa 1 90 10

./servicehandler novell casa_atsd 1 90 10
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7 処理を完了するには、/opt/novell/zenworks/bin/permissions.sh コマンドを
実行します。
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B
B マニュアルの更新

このセクションには、Novell ZENworks 11 Configuration Management が最初にリリースさ
れた後、この『Novell ZENworks 11 Configuration Management Appliance Deployment and 
Administration リファレンス』マニュアルに加えられた変更内容に関する情報が記載され
ています。ドキュメントの最新の更新情報をここで入手できます。

マニュアルは、HTML と PDF の 2 つの形式で Web 上で提供されています。HTML および
PDF のマニュアルはいずれもこの項に挙げるマニュアルの変更内容を反映した最新の状
態になっています。

参照している PDF マニュアルが最新の状態であるかどうかを確認するには、タイトル
ページに記載された発行日を参照してください。

本書は、次のように更新されました。

37 ページのセクション B.1「2012 年 3 月 20 日 : 11 SP2」

B.1  2012 年 3 月 20 日 : 11 SP2 
次のセクションが更新されました。

場所 更新

31 ページの付録 A「ZENworks Appliance のトラ
ブルシューティング」

次のトラブルシューティングシナリオを追加しま
した。 

32 ページの 「ZENworks 11 SP2 Appliance に
インストールされている VMware ツールパッ
ケージが破損している。」

33 ページの 「エラーメッセージ「Unable to 
load zlib1.dll」を出して展開が失敗する」

33 ページの 「10.3.x から 11.x への Appliance
のマイグレーションが一時的なネットワーク
の停止のために失敗する」
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